
消化器センター
内科研修について
医師6年目
望月 健一

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当センターの内科研修についてご説明させていただきます。入局4年目、医師6年目の望月と申します。よろしくお願いいたします。



プロフィール

• 1982年5月17日生まれ 38歳

• 2001年3月 東京都立八王子東高等学校卒業

• 2001年4月 北海道大学工学部応用化学科入学

• 2005年3月 北海道大学工学部応用化学科卒業

• 2009年4月 昭和大学医学部入学

• 2015年3月 昭和大学医学部卒業

• 2015年4月 昭和大学藤が丘病院 初期臨床研修

• 2017年4月 昭和大学横浜市北部病院 消化器センター内科入局

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず簡単に自己紹介させてください。1982年生まれの38歳です。ストレートで医学部を卒業していれば14年目の先生と同世代となります。最初は医師になるつもりはなく、北海道大学の工学部を卒業しました。その後少し社会人をしたあと、2009年に昭和大学医学部入学し、その後はまっすぐ医師となりました。



内視鏡検査、治療

•入局1年目 4月 上・下部消化管内視鏡検査開始。

• 年間の経験症例数 上部400件、下部300件

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは内視鏡検査、治療についてお話しします。入局1年目の4月から、さっそく上下内視鏡検査をやっていただくことになります。年間の経験症例数は上部400件、下部300件で、通常の検査は問題なくできるようになりますし、大腸ポリープの治療であるEMR、内視鏡的軟膜切除術もひとりでできるようになります。11-12月、ごろからERCP検査や、出血性胃潰瘍や異物誤飲などに対する緊急上部消化管内視鏡検査もするようになります。



内視鏡検査、治療

• 入局2年目 4月 関連病院へ出向。各種検査、治療の経験を積む。

•入局3年目 4月 本格的に上部消化管ESDに携わる。

• 入局4年目 4月 上部消化管ESDおよびERCPは独り立ち。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
入局2年目以降、これは私のケースですが関連病院に出向して、引き続き検査、治療の経験を積みました。入局3年目の4月から本格的に上部消化管ESD、内視鏡的粘膜下層剥離術の症例に携わるようになり、入局4年目、今年の4月ごろから症例をえらべば上部、つまり胃や食道のESDや、ERCPは一人でできるかなというところまでなりました。



大腸モデル

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちら大腸モデルです。下部の内視鏡検査はそもそもスコープを盲腸まで入れることが難しいため、まずはこのようにプラスチックのモデルで練習します。これは今年入局した先生方が練習しているところです。



ESDモデル

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ESDモデルです。初期臨床研修医の先生にどんな処置か経験してもらったり、入局した先生が技術を習得したりするために、定期的に行っています。



腹部超音波検査など

• 入局1年目 4月 腹部超音波検査開始。
• 肝臓の検査、治療として肝生検、RFA、TACE。
• 静脈瘤治療のEVLやEIS。
• EUS、EUS-FNA。
• 小腸内視鏡。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そのほかのことについてですが、腹部超音波検査も入局してすぐにやってもらいます。肝臓の検査としては肝生検、治療についてはRFA、TACEなど行っています。静脈瘤治療としてはEVL、EISを行っています。EUS、EUS-FNAも行っています。小腸内視鏡検査では、クローン病患者さんの拡張や、出血減が分からない患者さんが他院から紹介されてきて出血減精査のための検査などを行っています。入局4年目ですが、私もこういった特殊処置も行わせてもらっています。当院は大学病院ですが、分院であり、市中病院的な要素も大いに含んでいます。つまり、腹痛や黄疸などを主訴に、紹介状なしで患者さんがやってきます。なので例えば、急性膵炎とか、急性肝炎、腸炎など、病棟の患者さんの状態を見つつ、これまで紹介した検査をしながら、外来をやって、緊急で治療が必要な患者さんがいればその合間に処置をやると、日によってムラはありますがそれなりに忙しいところかなと思います。



学会発表

• 入局1年目 9月 大腸Ⅱc研究会、札幌 症例報告

• 入局1年目 12月、3月 消化器病学会地方会、東京 症例報告
• 入局2年目 10月 UEGW、Barcelona ポスター発表
• 入局2年目 11月 JDDW、神戸 ポスター発表
• 入局2年目 11月 大腸肛門病学会、東京 シンポジウム
• 入局3年目 5月 DDW、San Diego ポスター発表
• 入局3年目 6月 消化器内視鏡学会総会、東京 シンポジウム English session

• 入局3年目 10月 UEGW、Vienna ポスター発表
• 入局3年目 11月 JDDW、神戸 ポスター発表

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つづきまして学会発表についてですが、入局してから行った学会発表を羅列しました。国内で6回、国外で3回発表していました。



学会発表

• 入局1年目 9月 大腸Ⅱc研究会、札幌 症例報告

• 入局1年目 12月、3月 消化器病学会地方会、東京 症例報告
• 入局2年目 10月 UEGW、Barcelona ポスター発表
• 入局2年目 11月 JDDW、神戸 ポスター発表
• 入局2年目 11月 大腸肛門病学会、東京 シンポジウム
• 入局3年目 5月 DDW、San Diego ポスター発表
• 入局3年目 6月 消化器内視鏡学会総会、東京 シンポジウム English session

• 入局3年目 10月 UEGW、Vienna ポスター発表
• 入局3年目 11月 JDDW、神戸 ポスター発表

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず大腸Ⅱc研究会についてですが、



大腸ⅡC研究会

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今年は新型コロナの影響でなくなってしまいましたが、例年新入局員は全員、早期大腸癌に関する学会で発表をします。私は大腸Ⅱc研究会で発表を行いました。このとき、Young　Awardという賞をいただきました。



学会発表

• 入局1年目 9月 大腸Ⅱc研究会、札幌 症例報告

• 入局1年目 12月、3月 消化器病学会地方会、東京 症例報告
• 入局2年目 10月 UEGW、Barcelona ポスター発表
• 入局2年目 11月 JDDW、神戸 ポスター発表
• 入局2年目 11月 大腸肛門病学会、東京 シンポジウム
• 入局3年目 5月 DDW、San Diego ポスター発表
• 入局3年目 6月 消化器内視鏡学会総会、東京 シンポジウム English session

• 入局3年目 10月 UEGW、Vienna ポスター発表
• 入局3年目 11月 JDDW、神戸 ポスター発表

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
海外では3回発表をしていて、



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2年目と3年目でポスター発表を、左上からウィーン、バルセロナ、サンディエゴで行いました。



学会発表

• 入局1年目 9月 大腸Ⅱc研究会、札幌 症例報告

• 入局1年目 12月、3月 消化器病学会地方会、東京 症例報告
• 入局2年目 10月 UEGW、Barcelona ポスター発表
• 入局2年目 11月 JDDW、神戸 ポスター発表
• 入局2年目 11月 大腸肛門病学会、東京 シンポジウム
• 入局3年目 5月 DDW、San Diego ポスター発表
• 入局3年目 6月 消化器内視鏡学会総会、東京 シンポジウム English session

• 入局3年目 10月 UEGW、Vienna ポスター発表
• 入局3年目 11月 JDDW、神戸 ポスター発表

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
3年目には消化器内視鏡学会総会のシンポジウムで発表を行いました。



内視鏡学会総会

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは私がさせてもらった国内の発表の中で一番大きな舞台だったんですけれども、English sessionでしたので全部英語で発表しました。



論文発表

• Mochizuki, K., Kudo, S., Ichimasa, K. et al. Left-sided location is a risk factor for 
lymph node metastasis of T1 colorectal cancer: a single-center retrospective study. 
Int J Colorectal Dis (2020). https://doi.org/10.1007/

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
学会で発表していた内容を論文にまとめていて、私が研究していた内容としては大腸を右側と左側でわけたとき、早期大腸癌でどのような違いが出るか、という研究で、International　Jounal　of　Colorectal　Diseaseというドイツの雑誌に今年発表することができました。



AIに関わる研究

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
オリンパスのEndoBRAINという製品がありまして、AIを搭載した内視鏡なんですが、ここにポリープがありますよーと教えてくれたり、こちらポリープを拡大して核を見ている写真なんですが、こちらがNeoplastic、腫瘍ですよーというのを教えてくれるシステムです。このシステムは北部病院が主体となって開発されたものです。詳しくは後ほど、センター長の工藤の方から話があるかと思います。このノウハウがありますので、現在もAIに関する研究を引き続き行っています。まだまだ発展が望める分野ですので、ぜひ一緒に研究に携わってください。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上となります。皆さんと一緒に働けることを楽しみにしています。何かご質問などありましたら、また後程お時間つくりますのでなんでも聞いてください。
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